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船員保険の休業手当金の申鮪勧奨に伴う協力依頼について

船員に係る保険給付における全国健椛保険協会止の連携については、平成 22

年6月22日付け補償課長補佐（業務担当）事務連絡により掲示しているところ

であるが、今般、全国健康保険協会船員保険部長より、，，1添1のとおり、船員
保険に係る保険給付の申諮勧奨に伴う協力依頼があったことから、その趣旨を

踏まえ、下記事項について適切に対応いただくようお闘いする。

言己

1 全国健康保険協会において船員保険に係る保険給付の申詩書を受け付けた

場合 当核申請者に係る労災保険に係る保険給付の決定を行った労働基準監

笹暑に対して、請求書並びに休業期間に係る出動簿及び賃金台帳の写しの提

供依頼が行われるため、当該労働基準監督署が保有する範囲において依頼に

応じること．

なお、出動簿又は賃金台帳の写しにおいて、請求人以外の第三者に係る情

報が含まれる場合には、当該部分をマスキングして提供すること．

2 労働基宣告監督署の窓口において、船員又はその家族から労災保険に係る保

険給付の請求書を受け付けた場合、別訴2のリーフレフトを湿布するとと。
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船員保険の休業手当金の申請勧奨に伴う協力時削買について

船員保険事業の運営につきましては平紫より絡男，1のご配応を賜り厚く御礼申し
上げます。

さて 当協会では、平成24年9月以降、厚生労働省労働基準局労災保険業務課

より船員に関する労災給付データの提供を受け、鉛員保険法第29条第2項に規定

する保険給付の支給対象者に対し申請勧奨を実施しておりますが、休業手当金（問

項第1号）については支給対象者の約6割より未だ申請がどぎいません。

つきましては、被保険者の利益保設及び被保険者救済の観点から再勧奨を実施す

るにあたり、別紙の状況を踏まえまして、下記事現についてご協力〈ださいますよ

うよろしくお願い申し上げます。

配

工 船員保険法第29条第2項に規定する保険給付の申請舎を当協会において受

理した者に係る当協会からの労働基準監督署への文書依頼に基づき、労働者災害

補償保険法の規定による保険給付の諮求書並びに休業期間に係る出動徳及び賃

金台帳の写しを当協会に提供すること

2 労働基準監督署において、船員又はそのご家族からの労働者災害補償保険法の

規定による保険給付の賄求書を窓口て受付したときに、当協会への船員保険法第

29条第2項に規定する保険給付の申請手続を案内する別添Dーフレットを配

付すること



局紙

船員保険の休業手当金の申請勧奨については、支給対象者に対し添付書類を求め

る方法で官施しておりますa

船員保険の休業手当金の申請に係る添付書類は、労働者災害補償保険法の規定に

よる休業補償給付又は休業給付の請求書及乙その添付書類の写しをもって、船抽所

有者及び医師又は歯科医師の証明書に代えるこ止ができる旨が規定されています

（船員保険法施行規則第11 3条第3項）伺しかしながら、労働者災答補償何世強

の規定による休業河南償給付又は休業給付の筒求書及びその添付書類の写しを紛失

または船抽所有者がすでに廃業している等のためお付書類が盤わないことが未申

請の大きな要因，－，，，；つれます。

よって、今後も支給対象者に対し添付書類を求める方法での申請勧峰では未申

簡者の解消には歪らず、労働者災害補償保険法の規定による休業補償給付文は休業

給付の請求書及びその添付書類の写しの情報提供をいただくととで、未申請者の減

少が図れるものc期待されます。
また、船員保険法第29条第2項に規定する保険給付は、改正前の船員保険法に

装づく給付水準を維持するという観点から、労災保険法の給付左併せて、従前額と

労災給付cの差を給付する出盟みです。上乗せ給付kいう位置づけからも、労働基
準監督署において、船員又はそのご家族からの労働者災害補償保険法の規定による

保険給付の請求書を受付した左きに、当協会への船員保険法第29条第2項に規定

する保険給付の申請手続きを促していただ〈ことで、未申請者の発生防止が図られ

るものと期待されます巴



全国健康保険協会船員保険部からのお知らせ

(WMi険給首選会i持品:ltl\i説記長選る元i~~ －－－ ---1 
船員保険から「上乗せ給付」を受けられる場合が
あります。
申請がお済みでない方Iま、お早めにお手続きいただ吉ますようお願いします。

・船員保険で1立、労災保険の給付を受けておられる船員またはご章旗田方
に対L、次の『上乗せ給付』苦行っております。

匿璽露軍
休業補償制休業給付｜時

4

’
 

金

金

年

年

曹

a
R
a
m

同

金

制

金

時

金

年
一
金
年

幽
明
泊
四
院
内
地
調

桶
川
嶋
附
一
僻
明

書
害
害
病

陣
陣
障
傷

襲警子ま族年金l’

船員B悲上鳴集かせら給受付けられる 給付される得合

休業手当金 を隙除務みょ、の給事与自がや受通lす釦らこれよなるい病と気制や連け，，がで仕事

休業特別支給金 労『給災付保基険礎か自句額史』けがてい定るの体水制援補を償－，！.給る付とのき訟と

障害年金 職務上の事由や通勤による慣病で陣害が.った

障害手当金 とき（注，，

障害特別支給金 労『給災付保基険礎か回b顧受Jけがて定喝の岬水奮織闘を償下｝回年る金となきEの

経過約嶋別支給金 災支害給発され隼て前し1、隼な町いとごきお惜いてl別給引賞与等凶
遺族年金 聴とき器＂ょ主2の1事由や通勤r，より死亡し．遺障がいる
遺雄一時金

遺族特別支給金 労『給災付保基院礎か自b繍受jけがて｛い定るの遺水欽準1補を償下｝回年る金どなきどの

経過的特別支給金 災支害給さ発れ生て前い1年な聞L吐にきおl注いて，，特別給与｛賞与時；が

｛注，，休業，a固までは湘貧国険からの給付のみとなります。｛労災保鳴からの給付はありませんl
陪，，船員保険の障害年金または遺族年金について＇＂－労災保険の＂＇高限度額 Jが船員保険の
『得準報酬日額』以上である場合は支給されません．

（注＂平成＂年1月1白から平成＇＂年~ii31日までの聞に支給事由が発生した労災保鳴の給付を受ける
場合に支給されますまた労災保険から受けている障害（繍酎年金などの「給付基礎臼領』が
定の水準を上回る場合は支給されません回

申請手続き‘その他ご不明な点については、当協会船員保障部のホームページを
ご覧いただくか、下記のお問い合わせ先までご連絡〈世さい。

ぞう全国健康保険協会船員保険部
船員保険

hllp，／，州、＝・＂＂＂師 1kenp。o，担f
電 話 05/0-300-800 0 ヨ－6~62 3060(1P電館 P>Sの方）
＂付時間 g時ao分から＂時＂分まで〈土日祝日年末年始を除〈）




